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スカパーJSATは、有料放送管理事業者として、衛星基幹放送、
衛星一般放送の有料放送管理業務をおこなっている。

１．概要

• 有料放送管理業務

有料放送の役務の提供に関し、契約の締結の媒介、取次ぎ又は代理を行うととも
に、当該契約により設置された受信設備によらなければ当該有料放送の受信がで
きないようにすることを行う業務。

• 有料放送管理事業者

１０以上の有料放送事業者の有料放送管理業務をおこなおうとする者。 総務大臣
に届出必要。 （放送法第152条 放送法施行規則第176条)

当社が有料放送管理業務を受託している衛星基幹放送の番組
BS:１３番組 １１０度CS：全有料番組

加入件数合計 205万件※

※２０２４年4月末現在 有料視聴契約のある個人のICカード、ICチップ単位の加入件数 光再送信含む
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出典 総務省「衛星放送の現状」令和6年4月1日
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出典 総務省「衛星放送の現状」令和6年4月1日



2.有料放送のしくみ

契約情報と放送コンテンツを、限定受信システムで暗号化し、鍵とともに放送する。

視聴者のテレビ・レコーダは、B-CASカード、ACASチップが受け取った鍵を用いて、
視聴者が契約したコンテンツのみ、暗号を解いて表示する。
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図１ 有料衛星放送システムのイメージ
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3.有料放送の視聴フロー

①視聴者からの視聴申し込みを、コールセンター、Webサイトで受け付ける。

②顧客管理データベースに契約情報が記録され、限定受信システムに契約情報が送ら
れて、視聴者に鍵と契約情報が送られる。

③視聴者に視聴料を請求・収納する。

④放送事業者と視聴料を精算する。
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図２ 視聴フローのイメージ
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4．衛星代替における視聴者管理

衛星放送ワーキンググループ（第2回）配付資料 資料2－4 株式会社三菱総合研究所提出資料 抜粋

有料放送でおこなっている視聴者管理、限定受信（鍵開け鍵閉め）の仕組みは

衛星代替で必要となる「地域を限定して放送するための仕組み」にも適用できる。

• 受信対象地域に居住する視聴者（地域に存在する受信機）のみに視聴させる制御が可能

• 利用者等への課金・収納が可能

• 災害等、緊急時には、必要な視聴者の鍵開けをすることにより、迅速に視聴させることが可能
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https://www.soumu.go.jp/main_content/000918900.pdf


5．課題

（１）限定受信に対応した受信機器の整備

衛星代替で利用する限定受信方式に対応した受信機器（テレビ、セットトップボックス等）の
整備が必要。

（２）視聴者管理のためのシステム整備

衛星代替の視聴者管理のためのシステム整備（新設、改修等）が必要。

既存の有料放送の視聴者管理システムのしくみは流用できるが、視聴者の情報管理、鍵の
管理、視聴申し込みの受付などを、既存の有料放送と分けて対応できるようにする必要が
ある。

(３)視聴者管理業務の実施主体

・地デジの衛星代替は、「暫定的・緊急的な処置」ではない恒久的な処置が想定される。視聴
者管理業務を長期にわたり安定的に提供できる実施主体が必要。

・地デジの代替を、衛星、ブロードバンド、CATVなど複数の手段で実施する場合、実施主体
の一元化なども課題。

（４）視聴者管理業務の運用フロー

・鍵開けは受信機のICカード、ICチップに対しておこなわれるため、特定の地域の視聴者の
受信機の鍵開けをした後、視聴者の引っ越し、受信機の譲渡によって、対象地域から外れる
場合の対応の検討が必要。

有料放送でおこなっている視聴者管理、限定受信（鍵開け鍵閉め）の仕組みを
衛星代替の「地域を限定して放送するための仕組み」に適用した場合、下記の課題
が考えられる。
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